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ため池ミュージアム SDGs リレーイベント 

令和６年度 当初予算（案） 
～東播磨県民局の重点取組～ 

天満大池バイパスの整備 

東 播 磨 県 民 局 

東播磨産デュラム小麦の収穫風景 

東はりまの魅力 KIDｓ体験ツアー 



● ： 万博アクションプラン掲載事業     〈Ｒ６全体要求額:95,000 千円〉（対前年比 97.9％） 

〈Ｒ６要求額:10,000 千円〉 

    

令和６年度 東播磨県民局の重点取組           

 
大阪・関西万博を見据え、豊かな水辺空間とものづくり産業が集まる地域特性を生かしながら、「水辺・

ものづくりのまちでつながりワクワクする未来」を目指して施策を展開するとともに、一人ひとりの生活

の質の向上とふるさと東播磨の活性化を図る。 
 
 
 
 

                       

                     
●【拡充】いなみ野ため池 SDGs プロジェクト（Ⅲ）  

○【拡充】産官学連携による空き家を活用したまちづくり（Ⅲ） 

○地域でキラリセーリング環境学習教室（Ⅲ） 

      ○プロギング HYOGO in MINAMOROAD（Ⅲ） 

 
  
                                    

 
                                    <24,618 千円> 

 ＜ふるさと意識を養う多様な機会の提供＞ ［24,236 千円］ 

○小学生のふるさと魅力大発見 

○地域づくり活動への支援 
 

                                    <18,274 千円>  
 

 ＜ものづくり産業の活性化と豊かな農林水産業と食文化の展開＞ ［11,865 千円］ 

○東播磨ものづくり企業の魅力発信事業 

○【拡充】東播磨「農」のブランド化推進事業 

●【新規】東播磨産麦類の生産拡大支援事業 

＜防災基盤・拠点の整備と多彩なネットワークの構築＞ ［－千円］ 
○駅周辺の拠点整備・活用 

○多彩なネットワークの構築 

＜地域防災力の向上＞ ［2,800 千円］ 

○東はりまため池保全管理省力化事業 

 

                         <42,108 千円>                  

＜豊かな海の再生＞ ［3,500 千円］ 

○「東播磨・神戸の豊かな海」再生事業 

 ＜いなみ野ため池ミュージアムの推進＞ ［26,518 千円］ 

●【拡充】いなみ野ため池ミュージアムの推進 

○東播磨フィールドステーション事業 

＜魅力と賑わいの拠点づくりの推進＞［11,740 千円］   

●東播磨ツーリズムファンづくり事業 

○サイクリングライフを楽しむまちづくりの推進 

２ 施策体系 

Ⅰ 誰もが自律し快適な生活を送る東播磨づくり 

水辺・ものづくりのまちでつながりワクワクする未来 

Ⅱ 防災基盤が整い産業が活力を生む東播磨づくり 

Ⅲ 自然環境を大切にし交流が広がる東播磨づくり 

１ 基本方針 

大阪・関西万博 2025 関連事業 

公 民 連 携 事 業 

〈R６要求額:85,000 千円〉 
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プロギング（みなもロード） 

 
 
 
 

 

 

 

(1)いなみ野ため池SDGs プロジェクト【拡充】［8,672千円］ 

 「ひょうごフィールドパビリオン」として多くの来訪者が

見て、学び、体験できるよう、東播磨を象徴する“ため池の

ある水辺空間”に、公民学連携によりデジタル＆フィールド

サインを整備する。 

 

 

 

(2)産官学連携による空き家を活用したまちづくり【拡充】［1,130千円］ 

 東播磨地域において、空き家の積極的な活用を促すために、

行政及び企業や地域の活動団体などと連携したサポート体

制づくりを推進する。 

 

 

 

 

(3)地域でキラリセーリング環境学習教室［180千円］ 

 持続可能な循環型社会の実現に向け、小学生を対象に、播

磨灘に浮かぶプラスチックごみを拾う清掃活動やプラスチ

ック資源に関する講座などを実施する。 

 

 

 

(4)プロギングHYOGO in MINAMOROAD［18千円］ 

 県民へのSDGs の啓発及び資源循環型社会の意識醸成を図

るため、「みなもロード」をジョギングしながら清掃するプ

ロギングイベントを実施する。 

 

 

３ 重点取組 

いなみ野ため池群 

セーリング環境学習教室 

大阪・関西万博 2025 関連事業 

公 民 連 携 事 業 

学生ラボと活動の様子 
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１ ふるさと意識を養う多様な機会の提供 ［24,236千円］ 

(1)小学生のふるさと魅力大発見  

持続可能な社会の実現を担う子どもたちに、ものづくり企業等の魅力を実感する「東は

りまの魅力KIDs体験ツアー」の実施や、JR加古川線を利用し、加古川を取り巻く自然環境

について学ぶ「地域でキラリ走る環境学習教室」を実施し、地域への愛着を深めるととも

にふるさと意識を醸成する。 

 

(2)地域づくり活動への支援 

東播磨地域を活動基盤とした地域団体が行う、地域社会の共同利益の実現に向けた主体的 

な取組に加え、地域ビジョンの実現に向けて取り組む活動に対して支援する。 

 

 

 

 

１ ものづくり産業の活性化と豊かな農林水産業と食文化の展開 ［11,865千円］ 

(1)東播磨ものづくり企業の魅力発信事業  

 ものづくり産業の活性化を推進するため、管内中小企業が

国際フロンティア産業メッセへ参加する際の支援や、スター

トアップ企業が販路拡大するための支援を行うとともに、合

同企業説明会の開催等を通じて管内中小企業の魅力を広く

発信する。 

 

(2)東播磨「農」のブランド化推進事業【拡充】 

 地産地消や６次産業を推進するため、都市部でのマルシェ

の出店支援等に加え、バーボンづくりによる地域循環型農業

をめざす取組に対する支援を行うことにより、ブランド力を

高め持続可能な農業の取組を展開する。 

 

 
東播磨 Farmerｓ（マルシェ） 

水辺・ものづくりのまちでつながりワクワクする未来 

Ⅰ 誰もが自律し快適な生活を送る東播磨づくり 

Ⅱ 防災基盤が整い産業が活力を生む東播磨づくり 

国際フロンティア産業メッセへの出展 
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(3)東播磨産麦類の生産拡大支援事業【新規】 

 西日本有数の生産規模を誇る東播磨特産の大麦(シュンラ

イ)について、生産者への意識醸成や情報共有、技術指導等

を実施するとともに、麦茶だけでなく多様な仕向けによる販

路の多角化や、県立農業高等学校と共同で、新商品開発や魅

力発信を行い、さらなる生産拡大へつなげる。 

 

２ 防災基盤・拠点の整備と多彩なネットワークの構築 ［－千円］ 

(1)駅周辺の拠点整備・活用 

 JR 東加古川駅付近、山陽電鉄高砂駅から荒井駅付近の連続立体交差事業のほか、都市計画

道路朝霧二見線他の街路整備事業（山陽電鉄江井ヶ島駅周辺）、国道２号土山交差点改良事業

(JR土山駅周辺)及び県道曽根停車場線の歩道整備事業（JR曽根駅周辺）を行う。 

 

(2)多彩なネットワークの構築 
 東播磨道（加古川市）の整備、国道２号（明石市、加古川

市）の４車線拡幅、県道宗佐土山線(稲美町)のバイパス整備

を行うとともに、国・市町と連携し、播磨臨海地域道路の都

市計画・環境影響評価手続を進める。 

 

 

３ 地域防災力の向上 ［2,800千円］ 

(1)東はりまため池保全管理省力化事業 

  ため池の防災・減災対策の基本となる「管理者による適

切な保全管理」の促進に向けて、大きな負担となっている法

面の草刈り作業を省力化するため、グラウンドカバープラン

ツによる被覆工法の導入実証を行う。 

 

 

 

 

 

 

天満大池バイパスの整備 

高校生との新商品開発風景 

グラウンドカバープランツによる法面被覆 

（稲美町長法池） 
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原大池カヌー大会 

県道 加古川右岸自転車道 

 

 

１ 豊かな海の再生 ［3,500千円］ 

(1)「東播磨・神戸の豊かな海」再生事業 

 「第 41回全国豊かな海づくり大会兵庫大会」の開催を機

に、海の栄養を回復させる取り組みを進めた。 

 SDGｓの達成目標でもある「豊かで美しいひょうごの海」

の創出と継承のため、マダコ産卵用たこつぼの設置や漁場の

環境改善につながる二枚貝の移植など、資源管理や漁場の保

全等漁業者が水産資源の増大を図る取組を支援する。 

 

２ いなみ野ため池ミュージアムの推進 ［26,518千円］ 

(1)いなみ野ため池ミュージアムの推進【拡充】 

 これまでの取組から芽生えてきた様々な活動やネットワ

ークを生かし、Z世代参画のイベントやため池巡りロゲイニ

ングなどの「ため池ミュージアムSDGｓリレーイベント」の

取組を実施する。 

 

(2)東播磨フィールドステーション事業 

 東播磨フィールドステーションを拠点に、ため池みらい研究所の活動を支援し、学生の参画

による農村地域の活性化プロジェクトやため池管理体制の再構築プロジェクトなど、地域の

新たな仕組みづくりをコーディネートする。 

 

３ 魅力と賑わいの拠点づくりの推進 ［11,740千円］ 

(1)東播磨ツーリズムファンづくり事業  

 観光ポータルサイトの周知・浸透を図るため、東播磨地域の特色ある「食」や「自然」、「歴

史・文化」を多くの人に知ってもらうグランプリ投票を実施するとともに、東播磨の新たな魅

力を掘り起こすフォトラリーを実施する。 

 

(2)サイクリングライフを楽しむまちづくりの推進  

 SNS の活用や「東はりま・北はりまサイクリングマップ」

の配布による情報発信により自転車の利活用を推進する。 

二枚貝の放流（明石市地先） 

Ⅲ 自然環境を大切にし交流が広がる東播磨づくり 
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記者発表（資料配付） 

月／日 
（曜日） 

担当事務所名 
ＴＥＬ 
ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 

発表者名 
（担当者名） 

その他 
配布先 

２／８ 

(木) 

東播磨県民局 

地域振興室 

(079)421-1101 

内線 215 

(079)421-9063 

地域振興室長 竹谷 貴子 

（班長（水辺地域づくり担当） 

           長谷坂 兼司） 

－ 

 

                         

 

                         【SDGs の目標】 

 

 

大阪・関西万博 2025 関連事業 
 

＜事業内容＞ 
 
１ いなみ野ため池 SDGs プロジェクト【拡充】         （予算要求額 8,672 千円） 
                                   ［担当：地域振興室］ 

 

  万博を機に、ため池巡りロゲイニングなど各種イベントを活用し、東播磨を象徴する

“ため池のある水辺空間”を「ひょうごフィールドパビリオン」として多くの来訪者が

見て、学び、体験できるようにするための整備を公民学連携して行う。 

 

① フィールドパビリオン対応デジタルサインの整備 

国内外からの来訪者が、ため池を見て、学び、体験できるパビリオンとするため、

多言語に対応したため池の情報をデジタル化し、いなみ野ため池ミュージアムのホー

ムページで発信する。 
 

② フィールドパビリオンサインの設置 

国内外からの来訪者に、ため池の保全や管理など、日々の営みを通じて、ため池の   

  文化や価値を伝えるため、「いなみ野ため池ミュージアム」の一体的な取組を示す統一   

したデザインのサインを設置する。 
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記者発表（資料配付） 

月／日 
（曜日） 

担当事務所名 
ＴＥＬ 
ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 

発表者名 
（担当者名） 

その他 
配布先 

２／８ 

(木) 

東播磨県民局 

加古川土木事務所 

(079)421-1101 

内線 552 

(079)421-9225 

加古川土木事務所長 黒坂 公晶 

（まちづくり参事 松尾 成史） 
－ 

東播磨県民局 

地域振興室 

(079)421-1101 

内線 319 

(079)421-9130 

地域振興室長 竹谷 貴子 

（環境課長 松岡 智郁） 
－ 

東播磨県民局 

加古川土木事務所 

(079)421-1101 

内線 501 

(079)421-9183 

加古川土木事務所長 黒坂 公晶 

（所長補佐（企画調整担当）藤澤 伸和） 
－ 

 

 

                          

                         

【SDGs の目標】 

公民連携事業 
 

＜事業内容＞ 

２ 産官学連携による空き家を活用したまちづくり【拡充】 

（予算要求額 1,130 千円） 
［担当：加古川土木事務所］ 

 

  東播磨地域において、空き家の積極的な活用を促すために、行政及び企業や地域の活

動団体などと連携したサポート体制づくりを推進する。 

 

①空き家活用方策の検討（R5） 

 歴史的景観形成地区（高砂地区）に学生ラボ（研究室）を設置し、空き家の現状把

握と歴史的まちなみを構成する建造物等の保存・活用を検討。 

 

②プラットフォームの整備（R5～R7） 

 行政及び企業や地域の活動団体などの有志が交流する場を設けて、デベロッパーと

なる人材を発掘し、空き家活用を担う新たな組織づくりを支援。 

 

③空き家活用の社会実験（R6～R7） 

 空き家活用に資するビジネスモデル構築に向けた社会実験を実施。 

 

 

 

 

 

 

- 7 -



 
 

３ 地域でキラリセーリング環境学習教室          （予算要求額 180 千円） 
［担当：地域振興室］ 

 

  SDGs推進団体と連携して、ヨットに乗ってマイクロプラスチックを採取するとともに、

専門講師によるプラスチックごみの講義等を実施することで、プラスチック資源循環の

意識醸成を図る。 

 

・対象者：小学生の親子（1回７組 14 名） 

・開催回数：秋頃に 2回（予定） 

・実施場所：播磨灘（高砂港） 

・協力団体：NPO 法人高砂海文化 21C 

 

４ プロギング HYOGO in MINAMOROAD                （予算要求額 18 千円） 
［担当：加古川土木事務所］ 

 

  公民一体で県民への SDGs の啓発及び資源循環型社会の意識醸成を図るため、「みなも

ロード」をジョギングしながら清掃するプロギングイベントを実施する。 

 

・開催時期：令和６年 11 月（予定） 

・開催場所：県立加古川河川敷マラソンコース（みなもロード） 

・参 加 者：約 100 名 

・協力企業：高砂市内企業（予定） 
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記者発表（資料配付） 

月／日 
（曜日） 

担当事務所名 
ＴＥＬ 
ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 

発表者名 
（担当者名） 

その他 
配布先 

２／８  

（木） 

東播磨県民局 

地域振興室 

(079)421-1101 

内線 403 

(079)421-9142 

地域振興室長 竹谷 貴子 

（班長（ものづくり産業担当）小山 貴由） 

－ 

(079)421-1101 

内線 319 

(079)421-9130 

地域振興室長 竹谷 貴子 

（環境課長 松岡 智郁） 

(079)421-1101 

内線 330 

(079)421-9093 

地域振興室長 竹谷 貴子 

（室長補佐兼県民課長 岩崎 左希子） 

 
 

           
【SDGs の目標】 

                 

ふるさと意識を養う多様な機会の提供 
 

 東播磨地域で生まれ育った人たちが、進学等で地域を離れることがある場合でも、将来

的に地元で就職や生活をしたいと思えるよう、子どもの頃から、ふるさとへの愛着を深め、

地域の魅力を認識できる取組を推進する。 

 

＜事業内容＞ 

１ 小学生のふるさと魅力大発見              （予算要求額 2,473千円） 

 

①東はりまの魅力 KIDs 体験ツアー  

地域の未来を担う子どもたちに、東播磨地域の魅力を実感し、地域への愛着と地域 

企業等に関する知見を深めてもらうことにより将来の地元就職にもつなげるため、小 

学生とその保護者を対象に、企業の製造現場の見学やものづくり体験を行うバスツア 

ーを夏休み期間中に実施する。 

 

・対 象 者：小学校 4～6年生とその保護者（1回 10 組 20 名） 

・開催回数：5回 

 

②地域でキラリ走る環境学習教室 

ＪＲ加古川線に貸切電車を走らせて移動し、加古川に生息・生育する生物や植物な 

ど、加古川を取り巻く自然環境について学ぶことで、水辺などの地域環境保全の意識 

を高めていく。 

 

・対 象 者：小学生の親子（１回 24 組 48 名程度） 

・開催回数：2回（夏休み期間中） 
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２ 地域づくり活動への支援                （予算要求額 7,079千円） 

 

地域団体活動の活性化とコミュニティの充実強化のため、地域団体の創意工夫による

地域特性を生かした地域づくりへの取組を支援する。 

 

①地域づくり活動応援事業  

東播磨地域を活動基盤とした地域団体が行う、地域社会の共同利益の実現に向けた 

主体的な取組に加え、地域ビジョンの実現に向けて取組む活動に対して支援する。 

 

②地域づくり活動の顕彰 

      明るく住みよい地域社会づくり等に貢献された方々及び「水辺を美しくする運動啓

発ポスターコンクール」の上位入賞者への表彰を行う。 
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記者発表（資料配付） 

月／日 
（曜日） 

担当事務所名 
ＴＥＬ 
ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 

発表者名 
（担当者名） 

その他 
配布先 

２／８ 

(木) 

東播磨県民局 

地域振興室 

(079)421-1101 

内線 403 

(079)421-9142 

地域振興室長 竹谷 貴子 

（班長（ものづくり産業担当）小山 貴由） 
－ 

東播磨県民局 

加古川農林水産振興

事務所 

(079)421-1101 

内線 413 

(079)421-9615 

加古川農林水産振興事務所長 河田 尚顯 

（農政振興課長 矢島 和枝） 

（水産漁港課長 小田垣 寧） 
－ 

(079)421-1101 

内線 421 

(079)421-9163 

加古川農業改良普及センター所長 

桂 裕之 

 （地域課長 島田 香） 

 

                         

 

【SDGs の目標】 

 

ものづくり産業の活性化と豊かな農林水産業と食文化の展開 
 

 国際フロンティア産業メッセへ出展する企業に対する補助やスタートアップ企業が実施

する販路開拓に資する事業に対し支援することで、東播磨地域の中小企業の魅力 PR と販

路開拓を支援するとともに、近隣大学への企業説明会や合同企業説明会を実施し、中小企

業の魅力を広く発信し、人材確保の支援を行う。 

 東播磨地域では、多種多様な農畜水産物を生産しているが、県内外での認知度は高いと

は言えず、地産地消や６次産業化を推進するため、都市部への PR 強化等により、ブランド

力を高めるとともに、地域資源を活用した持続可能な SDGs の取組を展開する。 

（例：いなみ野メロン、スイートコーン、加古川パスタ、加古川和牛、マダコ、マダイ、

サワラ、カキ、ノリ等） 

 西日本有数の生産規模を誇る東播磨特産の大麦(シュンライ)について、生産者への意識

醸成や情報共有、技術指導等を実施するとともに、麦茶だけでなく多様な仕向けによる販

路の多角化や、県立農業高等学校と共同で、新商品開発や魅力発信を行い、さらなる生産

拡大へつなげる。 

 

＜事業内容＞ 

１ 東播磨ものづくり企業の魅力発信事業         （予算要求額 3,969 千円） 
［担当：地域振興室］ 

①東播磨ものづくり企業魅力ＰＲ・販路開拓支援事業 

東播磨地域のものづくり産業の魅力ＰＲと販路開拓を支援するため、管内中小企業 

を対象に、国際フロンティア産業メッセへの出展経費を補助するとともに、スタート

アップ企業が実施する事業内容のＰＲを行うツール作成、販路開拓に資する展示会等

への出展経費を補助する。 
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②合同企業説明会 

管内の中小企業の採用活動を支援するとともに、東播磨出身者等を含む近隣の学生

に、東播磨地域での就職を促進するため、合同企業説明会を実施する。 

   

  ・実 施 時 期：令和７年２月（予定） 

  ・参加企業数：約 30 社 

 

２ 東播磨「農」のブランド化推進事業【拡充】      （予算要求額 6,075 千円）  
［担当：農林水産振興事務所］ 

①東播磨産農畜水産物のブランド化推進 

東播磨産農畜水産物の県内外へのブランド化強化と需要拡大等を推進する。 

・地域農畜水産物を活用した新商品の開発及び普及啓発資材等による PR の促進 

・Z世代農業者等を主体とした都市部（大阪市内等）でのマルシェ出店等ＰＲの促進 

②加古川和牛のブランド化推進 

加古川和牛が高品質な牛肉であることを一般消費者に PR 等することにより、ブラ 

ンド力強化と需要拡大等を推進する。 

・販促用グッズ等普及啓発用資材等による PR 

・試食イベント等による PR 

 

③東播磨の持続可能な「農」の創造【拡充】 

地域資源を活用し、長期的な視点に立った人と環境にやさしい農業への展開を図る。 

・東播磨地域の新たな特産品「Yahata バーボン」づくりの推進 

・ヘアリーベッチ等の緑肥作物による土づくり支援等 

・ヘアリーベッチを活用した農産物等の認知度向上 

 

３ 東播磨産麦類の生産拡大支援事業【新規】       （予算要求額 1,000 千円）  
［担当：農林水産振興事務所］ 

    ①販路多角化 

   麦茶としての用途に加え、大麦の加工品をはじめとする多様な仕向けによる販路の 

多角化を図り、生産拡大につなげる。 

  ・販路を有する JA との連携による販売促進フェアなどによる販路の多角化 

  ・生産者等に対する取組成果の情報共有による生産拡大に向けた意識醸成 
 

  ②新商品開発 

   Ｚ世代の意見を反映させた県立農業高校との連携による新商品開発・ＰＲ等による 

大麦の魅力発信により、生産拡大につなげる。 
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記者発表（資料配付） 

月／日 
（曜日） 

担当事務所名 
ＴＥＬ 
ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 

発表者名 
（担当者名） 

その他 
配布先 

２／８  

（木） 

北播磨県民局 

加古川流域土地改良事務所 

(0794)70-7000 

(0794)82-9839  

加古川流域土地改良事務所長 松岡 浩司 

（農村計画第１課長 権田 宏治） 
－ 

 

 

 

【SDGsの目標】 

地域防災力の向上 

 

 阪神・淡路大震災や東日本大震災の経験と教訓を踏まえ、南海トラフ地震や風水害等の大規

模災害に備えるため、防災・減災対策等を推進し、災害に強い地域づくりを進める。 

 

＜事業内容＞ 

 

１ 東はりまため池保全管理省力化事業             （予算要求額 2,800千円） 
［担当：加古川流域土地改良事務所］ 

 

  ため池の保全管理において大きな負担となっている法面の草刈作業を省力化するため、た

め池の法面管理の省力化を図るため、雑草の発生抑制が期待される「センチピードグラス

（和名：ムカデ芝）」による被覆工法をモデル的に導入し、普及を図る。 

 

 ①モデル導入の内容 

  センチピードグラスを堤体法面に植栽し、その効果を実証するとともに、省力化工法とし

て普及するための施工マニュアルをまとめ、あわせて普及啓発資料を作成する。 

 

 ②スケジュール 

項目 Ｒ5年度 Ｒ6年度 Ｒ7年度 Ｒ8年度 

モデル施工 

 ため池Ａ 

 （稲美町長法池） 

 ため池Ｂ 

 （選定中） 

 ため池Ｃ 

 （選定中） 

効果調査 

施工マニュアル等作成 

 

 植栽 

 

 

 

管理 

 

 植栽 

 

 

 

 

管理 

 

 植栽 

 

 

 

 

 

 

管理 
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記者発表（資料配付） 

月／日 

（曜日） 
担当事務所名 

ＴＥＬ 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 

発表者名 

（担当者名） 

その他 

配布先 

２／８  

（木） 

東播磨県民局 

加古川農林水産振興 

事務所 

(079)421-1101 

内線 418 

(079)421-9162 

加古川農林水産振興事務所長 河田 尚顯 

（水産漁港課長 小田垣 寧） 
－ 

 

 

 

 

【SDGs の目標】 

 

豊かな海の再生 
 

 「全国豊かな海づくり大会兵庫大会」の開催を機に、海の栄養を回復させる取組を進め

てきた。SDGs の達成目標でもある海の豊かさを守り、「東播磨・神戸の豊かな海」の再生

を図るため、産卵場の造成や環境改善に有効な生物の移植など漁業者による資源管理や漁

場保全の取組を支援し、水産資源の増大を図る。 

 

＜事業内容＞ 
 
１ 「東播磨・神戸の豊かな海」再生事業          （予算要求額 3,000 千円） 
 

  ①資源管理の取組 

漁業者が実施するマダコの産卵場の設置支援（産卵用たこつぼ等資材設置） 
 

  ②漁場の保全 

漁業者等が実施する漁場の環境改善に有効な生物（二枚貝等）の移植支援 
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記者発表（資料配付） 

月／日 
（曜日） 

担当事務所名 
ＴＥＬ 
ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 

発表者名 
（担当者名） 

その他 
配布先 

２／８ 

（木） 

東播磨県民局 

地域振興室 

(079)421-1101 

内線 215 

(079)421-9063 

地域振興室長 竹谷 貴子 

（班長（水辺地域づくり担当）長谷坂  兼司） 
－ 

 

 

 

 

                                 【SDGs の目標】 

 

いなみ野ため池ミュージアムの推進 
 

 “ため池群と水路網”及びそれらに関わる歴史的・文化的資源を守り・活かし・次世代へ

継承する、SDGs の理念とも合致する取組を推進するとともに、持続可能な地域づくりの展開

を図る。 

万博に向け、これまでの取組から芽生えてきた様々な活動やネットワークを生かし、地域

が主体となってワクワクできる未来を創造する取組を行う。 

 

＜事業内容＞ 

１ 水辺の地域づくり（いなみ野ため池ミュージアム）推進事業【拡充】 

                             （予算要求額 15,430 千円） 

①いなみ野ため池ミュージアム運営協議会の展開 

地域課題を、実践活動者、グループ・団体等の交流活動を通じて解決し、次世代に継

承するため持続可能な地域づくり活動の展開を図る。 

 

②ため池ミュージアムSDGs リレーイベントの実施 

Ｚ世代の参画によるため池ゴミ拾い甲子園や、企業とのコラボによる水辺空間の魅力

発信を行う。 

・Ｚ世代参画ため池ゴミ拾い甲子園の開催 

・ため池巡りロゲイニングの開催 
 
２ 東播磨フィールドステーション事業 

                             （予算要求額 7,398 千円） 

①東播磨フィールドステーションの運営 

地域課題の解決のため、公・民・学の５者協定のもと開設した、「東播磨フィールドス

テーション」を管理運営する。 

 

②学生参画による地域の新たな仕組みづくり 

学生参画により管理体制や組織のアップデートや、住民が普段気付かない地域の魅力

を発見するなど、学生ならではの発想で地域の新たな仕組みづくりを検討する。 
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記者発表（資料配付） 

月／日 
（曜日） 

担当事務所名 
ＴＥＬ 
ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ 

発表者名 
（担当者名） 

その他 
配布先 

２／８ 

（木） 

東播磨県民局 

地域振興室 

(079)421-1101 

内線 403 

(079)421-9142 

地域振興室長 竹谷 貴子 

(班長（ものづくり産業担当）小山 貴由) 
－ 

東播磨県民局 

加古川土木事務所 

(079)421-1101 

内線 501 

(079)421-9183 

加古川土木事務所長 黒坂 公晶 

（所長補佐（企画調整担当）藤澤 伸和） 
－ 

 
 
               

【SDGs の目標】 

 

魅力と賑わいの拠点づくりの推進 

 
 観光ポータルサイトを活用した名物・名所グランプリやフォトラリーを開催して東播磨

地域の魅力を広く PR する。 

 また、SNS やサイクリングマップを活用したサイクルツーリズムの情報発信等により、

自転車を活用したまちづくりを推進する。 
 
＜事業内容＞ 

１ 東播磨ツーリズムファンづくり事業           （予算要求額 2,980 千円） 
［担当：地域振興室］ 

 
 観光ポータルサイト「まるごと東はりま」の周知・浸透を図るため、東播磨地域の特
色ある「食」や「自然」、「歴史・文化」を多くの人に知ってもらうグランプリ投票を実
施するとともに、東播磨の新たな魅力を掘り起こすフォトラリーを実施する。 
 
①東播磨地域名物・名所グランプリ 2024 

   観光ポータルサイトにおいて東播磨地域の『食』、『自然』、『歴史・伝統』各分野で 
「食べてみたい」、「行ってみたい」と思うものを投票してもらう｢東播磨地域名物・名 
所グランプリ 2024｣を実施し、地域の観光資源を広くＰＲするとともに、同サイトへの 
アクセスを促進し、地域への誘客を図る。 
 
②フォトラリー 
  県民目線での東播磨の新たな魅力を掘り起こし、参加者に地域への愛着や関心を持 
たせるための Instagram を用いたフォトラリーを実施する。 

 

２ サイクリングライフを楽しむまちづくり         （予算要求額 3,000 千円） 
［担当：加古川土木事務所］ 

 

SNS の活用や「東はりま・北はりまサイクリングマップ」の配布による情報発信によ

り自転車の利活用を推進する。 
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